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7
月
に
行
わ
れ
た
「
あ
づ
み
の
新
進

音
楽
家
演
奏
会
」で
高
い
評
価
を
得
た
、

若
手
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を

彩
る
ソ
プ
ラ
ノ
と
マ
リ
ン
バ
の
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
出
演　

岡
村
実
和
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ

ノ
）
西
澤
昂こ
う
す
け佑
さ
ん
（
マ
リ
ン
バ
）

寺
島
美
紀
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト
代　

１
枚
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売　

11
月
18
日（
金
）か

ら
「
み
ら
い
」
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

て
発
売
を
開
始
し
ま
す
。（
午
前
9

時
～
午
後
9
時
30
分 

木
曜
日
休
館
）

電
話
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。
定
員

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
未
就

学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

申
問
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
（
81･

３
１
１
１ 
82･
０
９
６
６
）

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

す
て
き
な
音
色
を
貴あ

な

た方
へ

12/23（金）

岡村実和子さん（ソプラノ）

西澤昂佑さん（マリンバ）

「海と毒薬」1986 年制作

名誉市民である故熊井啓監督の映画「海と毒薬」の上映会を開催します。映画化が
実現するまで 16 年の歳月を費やした熊井監督渾

こんしん

身の作品です。遠藤周作の文芸作品「海
と毒薬」を原作に人間の倫理観を問うこの作品は、ベルリン国際映画祭で銀熊賞を受け、
国内外で高い評価を受けました。
●日時　12 月 17 日（土）　開場 13：00　上映 13：30 ～（2 時間程度）
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」多目的交流ホール
●定員　200 人（全席自由）　●チケット代　500 円
●チケット発売　11 月 15 日（火）から ｢きぼう｣ 2 階受付カウンターで発売開始
申問豊科交流学習センターきぼう（471･4033 673･1802）

豊科交流学習センターきぼう

熊井啓監督作品「海と毒薬」の上映会

開場　18：30
開演　19：00
※演奏時間約１時間30分
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
災
害
時
に
備
え
て 

デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行
政
無
線
が
開
局

整
備
を
進
め
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
移

動
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
が
こ

の
程
完
成
し
、
10
月
１
日
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
10
月
3
日
、
堀

金
総
合
支
所
で
行
わ
れ
た
開
局
式
で

は
、
宮
澤
市
長
が
、
災
害
時
に
現
地

対
策
本
部
と
な
る
各
総
合
支
所
に
向

け
て
一
斉
の
試
験
通
話
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
ア
ナ

ロ
グ
式
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
ご
と

に
周
波
数
が
異
な
る
た
め
、
地
域
を

渡
っ
て
通
信
が
で
き
な
い
状
態
で
し

た
。
今
回
の
整
備
で
は
、
平
成
21
年

9
月
か
ら
3
カ
年
度
で
周
波
数
の
統

合
と
機
器
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
市
内
で
通
信

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
災
害
発
生
時

に
は
、
電
話
に
代
わ
る
通
信
手
段
と

し
て
、
市
の
災
害
対
策
本
部
、
消
防

団
な
ど
防
災
関
係
機
関
の
ほ
か
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
や
地
区
公
民
館
に

設
置
し
た
無
線
機
３
５
０
台
あ
ま
り

が
相
互
に
通
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
総
事
業
費
は
、
3
億
８
０
３
５

万
2
千
円
で
す
。
宮
澤
市
長
は
「
シ

ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、
万
が
一

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
活
用
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

各総合支所へ試験通話する宮澤市長

■
平
成
22
年
度 

非
常
勤（
臨
時
）職
員
の
給
与
等
の
状
況

平
成
22
年
度
の
市
職
員
数
や
給
与

な
ど
の
状
況
は
、10
月
26
日
発
行「
広

報
あ
づ
み
の
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
今
回
、
常
勤
職
員
以
外
の
非

常
勤
職
員
、
臨
時
職
員
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
部
署
別
の
人
数
や
健
康

保
険
等
へ
の
加
入
状
況
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
本
庁
舎
内
人
事
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1

合計 615 631 643

区分 H20 年度 H21 年度 H22 年度

賃金計
（Ａ） 1,124,318 1,151,070 1,181,025

社会保険
料等事業
主負担金
額（Ｂ）

131,531 131,349 151,977

合計
（Ａ＋Ｂ） 1,255,849 1,282,419 1,333,002

●非常勤（臨時）職員数	 （単位 : 人）

●賃金等の決算の状況　	 （単位 : 千円）

※代替登録職員等の各課管理の職員を除きます。

現
在
の
社
会
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
上
に
出
回
る
有
害

情
報
や
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
青
少
年
の

犯
罪
、
大
人
に
よ
る
青
少
年
を
対
象
と

し
た
犯
罪
な
ど
、
青
少
年
が
直
面
し
て

い
る
状
況
は
深
刻
で
す
。
大
人
自
ら
が

手
本
と
な
り
、
青
少
年
健
全
育
成
に
共

通
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
日
常
的
に

行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

県
で
は
、
心
身
と
も
に
未
成
熟
で
、

成
長
途
上
に
あ
る
青
少
年
の
健
全
育
成

に
と
っ
て
有
害
と
思
わ
れ
る
地
域
環
境

の
実
態
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
11
月
を
地
域

環
境
実
態
調
査
期
間
と
し
て
県
内
全
域

で
「
有
害
図
書
等
（
書
籍
・
ビ
デ
オ
・

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
）
取
扱
店
舗
」「
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
」「
漫
画
喫
茶
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」「
有
害
自
動

販
売
機
設
置
状
況
」
な
ど
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

成
人
向
け
の
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
商
品
を
売
る
「
自
動
販
売
機
」。

長
野
県
は
全
国
で
唯
一
、
有
害
自
動
販

売
機
の
設
置
を
規
制
す
る
条
例
は
定
め

ず
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
健
全
な

社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
有
害
図
書
等
を
読
ま
な
い
、
見
せ

な
い
、
買
わ
な
い
」「
有
害
自
動
販
売

機
を
設
置
さ
せ
な
い
、
見
せ
な
い
、
買

わ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
個
人
が
実
践

す
る
と
と
も
に
、
地
域
一
体
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

業
者
が
自
動
販
売
機
設
置
の
話
を
持

ち
掛
け
て
き
た
場
合
は
「
ど
ん
な
業
者

な
の
か
、
何
を
売
る
の
か
」
な
ど
契
約

の
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
一

度
設
置
さ
れ
る
と
撤
去
は
な
か
な
か
難

し
い
の
が
現
実
で
す
。
有
害
自
動
販

売
機
設
置
の
契
約
で
あ
っ
た
場
合
は
、

は
っ
き
り
断
り
、
水
際
で
の
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
に
は
有
害
環
境
浄
化
運
動
を
地

道
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
の
一
つ
、
明
科
地
域
の
市
民
有

志
で
立
ち
上
げ
た
明
科
地
域
青
少
年
育

成
市
民
会
議
で
は
、
用
意
し
た
の
ぼ
り

旗
を
有
害
自
動
販
売
機
設
置
箇
所
の
周

り
に
設
置
し
、
撤
去
に
向
け
た
啓
発
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
自
動

販
売
機
設
置
の
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
広
く
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
撤
去
や
設
置
さ
せ
な
い
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
穂
高
地
域
で
も
、
市
民
有
志

で
立
ち
上
げ
た
穂
高
地
域
青
少
年
育
成

連
絡
協
議
会
が
、
毎
年
夏
休
み
期
間
の

夜
に
、
青
少
年
の
集
ま
り
や
す
い
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
な
ど
を
交

代
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
青
少
年
へ
の
声

掛
け
な
ど
を
行
う
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
思
い
が
ひ
と
つ
の
輪
と
な
り
、
少
し

ず
つ
地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

問
明
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

（
62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

11
月
は
、
全
国
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
、
有
害
環
境
浄
化
活
動
強
化
月
間
で
す
。

未
来
を
つ
く
る
青
少
年
が
、
心
豊
か
に

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
。

子育て
市
民
の
力
を
合
わ
せ
て

青
少
年
健
全
育
成
環
境
づ
く
り
を

有
害
自
動
販
売
機
を
な
く
そ
う
！

有
害
環
境
３
な
い
運
動
！

な
く
す
た
め
に

地
域
の
組
織
で
活
動
！

設
置
さ
せ
な
い
た
め
に

地
主
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
！
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寄付寄贈【敬称略】　５/11 ～９/21自賠責保険・共済のかけ忘れにご注意を！ 自家用自動車で有償運送をしないで
▷飯島茂　布草履 50 足 保育園で使用していただきたい　▷西澤敏文　一斗缶を
加工したちり取り 50 個 学校清掃のため　▷株式会社ノジマ代表執行役社長　野
島廣司　コンパクトソーラーライト 9 個　LED 電球（昼白色、電球色）各 37 個 
地球環境保全への貢献のため　▷あづみ野テレビ株式会社代表取締役社長　降旗
俊宏　東日本大震災 被災ケーブルテレビ局が捉えた魂の記録映像（DVD ムック）
6 部 市の防災事業での活用のため　▷宮本昭司・敏子　200,000 円 三郷中学校図
書の充実のため　▷GE富士電機メーター株式会社代表取締役　篠崎美調　600,000
円 「森林の里親」事業支援金として

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基
本的な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含
む全ての自動車に加入が義務づけられています（自
動車損害賠償保障法）。自賠責保険・共済なしでの運
行は罰則や行政処分の対象となります。特に、車検
制度のない 250cc 以下のバイク（原動機付自転車・
軽二輪自動車）は、有効期限切れ、かけ忘れに注意
してください。

　自家用自動車は災害のため緊急を要する時を除き、
原則として有償で運送の用に供することは禁止され
ており、例外的にこれを行うためには、国土交通大
臣の登録または許可を受ける必要があります。自家
用自動車で有償運送を行うことは、旅客自動車運送
事業経営類似行為（いわゆる「白バス行為」）となり、
道路運送法に違反することから罰則や行政処分の対
象となります。　

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
・
譲
渡
所
得

に
対
す
る
軽
減
税
率
の
適
用
期
限
延
長

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び

譲
渡
所
得
に
対
す
る
軽
減
税
率
は
、
平

成
23
年
末
で
終
了
と
な
る
予
定
で
し
た

が
、
適
用
期
間
を
平
成
25
年
12
月
31
日

ま
で
2
年
間
延
長
し
ま
す
。

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
付
金
、
自

治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の
義
援

金
、ま
た
、日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同

募
金
会
へ
の
義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
と
し
て
所
得
税
・
市
県
民
税
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
寄
付
金
控
除

を
受
け
る
に
は
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
の
際
、寄
付
し
た
こ
と
を
証

す
る
次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
受
領
証
ま
た
は
預
か
り
証

▽
郵
便
振
替
の
半
券
や
、
銀
行
振
り
込

み
の
振
込
票
の
控
え
（
義
援
金
の
受

け
付
け
専
用
口
座
で
あ
る
場
合
に
限

り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
総
務
省
の
東
日
本
大
震
災

関
連
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。ま
た
、広
報
あ
づ
み
の
12
月

号
で
も
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告

は
必
要
で
す
。

な
お
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
り
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や
、
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除

な
ど
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
控
除
適

用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受
け

る
場
合
に
は
、
公
的
年
金
等
の
所
得
を

含
め
た
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
今
後

適
用
と
な
る
市
県
民
税
の
主
な
変
更
点

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
付
金
の
税
額
控
除

適
用
下
限
額
の
引
き
下
げ

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額

が
、
５
、０
０
０
円
か
ら
２
、０
０
０
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
平

成
24
年
度
分
以
降
の
市
県
民
税
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
（
平
成
23
年
中
の
寄
付

金
か
ら
対
象
）。

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
精
神
障

害
者
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。「
心

の
病
気
と
は
」「
治
療
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
」「
薬
の
効
果
は
あ
る
の
」「
家

族
と
し
て
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
の
」
な

ど
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
だ
け
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族

と
心
の
病
気
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
２
０
３
号
会

議
室

●
対
象
者　

精
神
障
害
者
の
家
族
で
3

回
通
し
て
受
講
で
き
る
人

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
（
火
）
ま
で

に
、
松
本
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援

課
（
40･

１
９
８
３
）
へ
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
科
消
防
署
で
は
、
上
級
救
命
講
習

会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
講
習
会
は
、
子
ど
も
と
大
人
へ
の
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
け

が
な
ど
の
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。
初

め
て
参
加
す
る
人
で
も
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
内
容
で
す
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時

●
場
所　

豊
科
消
防
署

●
定
員　

30
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
30
日（
水
）ま
で
に
、

豊
科
消
防
署
（
72
・
３
１
４
５
）
へ

電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
「
第
7
回
こ
こ
ろ
の
健
康
を

考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
講

師
に
信
州
大
学
医
学
部
精
神
医
学
講
座

の
鷲
塚
伸
介
准
教
授
を
お
迎
え
し
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
～
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

へ
の
気
付
き
と
対
応
か
ら
再
発
予
防
ま

で
～
」と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
、
社
会
構
造
や
経
済
情
勢
の
変

化
を
背
景
に
、
こ
こ
ろ
の
不
調
を
訴
え

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
起

こ
り
え
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
気

づ
き
、
適
切
な
対
応
を
し
て
、
再
発
を

予
防
す
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。
参
加

料
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
所 

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※
講
演
会
の
開
始
前
と
終
了
後
に
は
、

社
会
復
帰
施
設
な
ど
に
よ
る
作
品
展

示
販
売
を
行
い
ま
す
。

●国民健康保険税	 （５期）
●後期高齢者医療保険料	 （８期）
●介護保険料	 （11月分）
●水道料金	（豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	（穂高･三郷地域）

＝納期限は11月30日（水）＝

金

税平
成
23
年
度 

税
制
改
正

市
県
民
税
の
主
な
改
正
点

問
豊
市
民
税
課

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

東
日
本
大
震
災
で

寄
付
を
さ
れ
た
方
へ

問
豊
市
民
税
課

（

72
・
３
１
１
１ 
72
・
８
３
４
０
）

公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不

要
と
な
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す

所
得
税
に
関
す
る
こ
と

問
松
本
税
務
署

（

32
・
２
７
９
０
）

市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と　

問
豊
市
民
税
課

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
つ
ど
い

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

１
６
２
２ 

81･

０
７
０
３
）

精
神
障
害
者
家
族
教
室

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

あ
な
た
の
応
急
手
当
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

上
級
救
命
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

平成 25 年
まで

平成 26 年
以降

市県民税
の税率 ３％ ５％

所得税
の税率 ７％ 15％

●上場株式等の配当所得
　譲渡所得の税率

【
告
示
】

下
水
道
指
定
工
事
店
資
格
停
止

●
住
所　

安
曇
野
市
明
科
中
川
手

１
１
６
９
‐
２

●
氏
名　

明
科
設
備

●
処
分
期
間　

11
月
１
日

～
平
成
24
年
１
月
31
日
ま
で

回数 日時 内容

１回 11月28日（月）
14:00～16:00

講義　「統合失調症とは～病気の仕組みと家族の心得～」
講師　東孝博さん（篠崎医院　豊科診療所院長）

２回 12月５日（月）
14:00～16:00

講義　「お薬について～統合失調症編～」
講師　杉村茂さん（村井病院　薬局長）
講義　「その人らしく地域で生活するためには

～社会資源と制度について～」
講師　岡崎真由子さん（松本圏域障害者総合相談支援セ

ンターあるぷ　精神保健福祉士）
田中美奈さん（燦メンタルクラブ 精神保健福祉士）

３回 12月12日（月）
14:00～16:00

グループワーク　「家族の役割について（仮）」
講義　「病院関係者から家族へ望むこと（仮）」
講師　未定（メンタルケアセンター　精神保健福祉士）

康

健

の

心

習

講

11月の納期

問国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局（4026・243・4603）
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●
日
時　

11
月
22
日
（
火
）

午
後
１
時
～
4
時
30
分
（
受
付
午
後

4
時
終
了
、
相
談
時
間
１
件
30
分
）

●
場
所　

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー　

2
階
第
１
会
議
室

●
申
し
込
み　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

事
務
局
（

０
２
６
・
２
３
２
・
４
５

６
６
）
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
受
付
午
前
10
時
～

午
後
3
時　

正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）

借
金
の
返
済
に
お
困
り
の
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。長
野
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
人
を
対
象
と
し

た
相
談
を
平
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
相

談
は
無
料
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務

所
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

（
０
２
６
・
２
３
４
・
２
９
７
０
）

●
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日

を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
4
時
30
分

市
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
「
第
2
次
安
曇
野
市

交
通
安
全
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
案
に
対
す

る
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

勤
務
・
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
。

●
閲
覧
方
法　

各
総
合
支
所
内
地
域
支

援
課
窓
口
お
よ
び
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
内
「
く
る
り
ん
広
場
」
ま
た
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に
意
見
・

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
・
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

法
人
の
場
合
は
、法
人
名
・
代
表
者

名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

の
う
え
、郵
便
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項

の
記
載
が
な
い
も
の
や
、電
話
・
口
頭

に
よ
る
受
け
付
け
は
出
来
ま
せ
ん
。

●
締
め
切
り　

11
月
23
日（
水
・
祝
）必
着

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８
番
地

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課

交
通
防
犯
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
内

地
域
支
援
課

82･

６
６
２
２

　
mkankyou@

city.azum
ino.nagano.jp

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
結
果
は
、
内
容
を

取
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
と
も

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
除
く
）。個
々
の
ご
意
見
に
対

し
て
、
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

県
司
法
書
士
会
で
は
、
勤
労
感
謝
の

日
に
合
わ
せ
、
働
く
人
々
が
抱
え
る
職

場
内
や
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

無
料
電
話
相
談
会
「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１

１
０
番
」
を
実
施
し
ま
す
。
賃
金
未
払

い
や
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
の
労
働
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不

要
で
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で

●
電
話　

０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
９

※
詳
し
く
は
、長
野
県
司
法
書
士
会
（

０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
「
土
地

家
屋
調
査
士
の
行
う
無
料
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
土
地
の
境
界
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
悩
み
、
土
地
建
物
に
関
す

る
登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

託
児
が
あ
り
ま
す
（
対
象

１
歳
以
上
）。
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
11
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
人
権

男
女
共
同
参
画
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。

《
今
後
の
予
定
》　

▽
12
月
1
日
（
木
）

～
10
日
（
土
）「
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
県
民
運
動
強
調
旬
間
」
▽
12
月

１
日
（
木
）
ベ
イ
シ
ア
あ
づ
み
の
堀

金
店
に
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
啓

発
活
動
▽
12
月
4
日
（
日
）
～
10
日

（
土
）「
第
63
回
人
権
週
間
」
▽
12
月

10
日
（
土
）
～
16
日
（
金
）「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
▽
12
月

は
人
権
特
設
相
談
所
（
無
料
）
が
3

回
開
設
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、「
人
権
の
つ

ど
い
講
演
会
（
市
民
大
学
特
別
講
座
）」

を
開
催
し
ま
す
。
講
師
に
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
の
仲な

か
じ
ま島
正ま
さ
の
り教
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

「
あ
ー
よ
か
っ
た
な　

あ
な
た
が
い
て

～
『
優
し
さ
』
と
い
う
温
か
い
貯
金
～
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

談

相全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う
無
料
相
談
会

問
豊
監
理
課
管
理
登
記
担
当

（

72･

３
１
１
１ 

71･

３
５
６
９
）

人
権
の
つ
ど
い
講
演
会

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
１

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（

82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

全

安

通

交
第
2
次
市
交
通
安
全
計
画
（
案
）

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

権

人
●
日
時　

12
月
4
日
（
日
）

午
後
１
時
20
分
～

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

●
日
程　

▽
午
後
１
時
20
分
～
オ
ー
プ

ニ
ン
グ　

▽
午
後
１
時
40
分
～
人
権

作
文
の
発
表
・
表
彰
式　

▽
午
後
2

時
～
3
時
30
分
講
演
会

講師の仲島正教さん

12 月の人権週間
～すべての人が人間らしく生きるために～
12 月４日（日）から 10 日（土）の間は「人

権週間」です。お互いが人間としての尊さ
を認め合い、人権を守り育て、お互いの
幸せを求めるために努力することが大切
です。私たち一人ひとりが他人の人権を
尊重する意識を持ち、身近な差別や偏見
について考え、人権尊重の輪を広げて全
ての人の人権が尊重される社会を実現さ
せましょう。

市有財産（土地１件）の売却を行います
　利用予定のない下記の市有土地を一般競争入札により売却します。一般競争入札とは、入札参加者が価格を
競いあって、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で最も高い価格をつけた人に購入していただく方法です。
入札に参加するためには事前の申し込みが必要です。希望する人は売却案内書をよく熟読し、現地を確認のう
え参加してください。

●受付期限　11 月 30 日（水）まで
　（土日・祝日を除く）9：00 ～ 17：00
●入札日程　12 月 22 日（木）午後　県安曇野庁舎会議室
●申し込み　各総合支所地域支援課窓口または市ホームページ

から売却案内書を入手し、入札参加申込書など関係書類に必
要事項を記載のうえ、期限までに契約管財課契約管財担当へ
提出してください。ご不明な点は下記へお問い合わせください。

問安契約管財課契約管財担当（471･2000 672･1340）

●物件

所在地：穂高北穂高 2319 番１
地　目：雑種地
面　積：930 平方メートル (281 坪 )
最低売却価格：2,122 万円

かじかの里

R147

JR 大糸線
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プロ写真家の植野賢次さんを講師に、
当館を会場に写真のさらなる表現を追
求している皆さんの、フォトサロン結
成１周年の成果を発表する写真展です。
期 11 月 20 日（日）～ 12 月 18 日（日）

まで（休館日：月曜日）
時 9：00 ～ 17：00
※初日は12：00から、最終日は15：00まで
場記念館１Ｆ企画展示室
費無料（常設展は有料）

障害者支援施設の仲間が制作した、
個性豊かな作品を展示します。
期 11月11日（金）～ 13 日（日）
時 9：00 ～ 17：00
場美術館２階展示室
費無料（常設展の観覧は有料）

豊科郷土博物館では、友の会写真部
の皆さんによる作品展を開催します。
ふるさと「安曇野」の美しい風景や、
過ぎ行く季節の一瞬の表情など、感性
を研ぎ澄まして撮影した写真作品をご
覧ください。
期 11 月 30 日（水）～ 12 月 18 日 ( 日）
時 9：00 ～ 17：00（入館 16：30 まで）
場博物館１階展示室
費大人100（80）円
　（　）内は 20 人以上の団体料金

４市１町８村で加盟する信州まつも
と空港地元利用促進協議会では、信州
まつもと空港の冬期間の利用促進を目
指し、期間中に２人以上のグループな
どで信州まつもと空港発着定期便を利
用した場合に助成金を交付しています。
家族、友人、グループで楽しい旅行に
出掛けてみませんか。
●対象人数　600 人（先着順）
●対象となる搭乗期間

11 月１日（火）
～平成 24 年２月 29 日（水）まで

●助成金額　5,000 円（１人あたり）
●申請期限　平成 24 年３月９日（金）
●注意事項　旅行終了後の申請です。

個人名の入った搭乗券が必要です。
（団体券は対象外）詳しくは、松本
市観光温泉課内信州まつもと空港地
元利用促進協議会 434･8307 又は、
市役所観光課 482・3131 へお問い
合わせください。

四賀アイ・アイ
なかま　～かりん展～

問豊科近代美術館
473･5638 673･6320

第25回　友の会写真展
問豊科郷土博物館
4 672･5672

信州まつもと空港発
冬の旅はいかが！

問安企画政策課企画担当
471･2000 671･5000

企画展　「心のままに」

フォトサロンなかがや写真展
問貞享義民記念館
477･7550 677･7551

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

催し

写真は「犬飼幸子」さんの作品

志賀高原蓮池

観光
キャンペーン

場 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金後 な援 ど 日 申＝申し込み 問＝問い合わせ

暮らしの注目情報

Ｑ . 候補者名簿はだれがつくるの 

裁判員の候補者名簿は、選挙人
名簿からくじで無作為抽出したも
のを基に各地の地方裁判所で作成
されます。候補者名簿に登録され
る人数は毎年異なりますが、平成
24 年分は全国で約 28 万 6,000 人で
す。（有権者全体に占める割合は、
約 365 人に１人）

Ｑ . 候補者にお知らせする方法は 

平成 24 年裁判員の候補者名簿に
登録された人には、11 月中旬に名
簿に登録されたことを知らせる「名
簿記載通知」が送付されます。こ
の通知は、来年 2 月頃から約１年
の間に裁判員の候補者に選ばれる
可能性があることを事前にお伝え
するものです。この段階では、ま
だ、具体的な事件の裁判員候補者
に選ばれたわけではありませんの
で、すぐに裁判所へ出掛ける必要
はありません。

Ｑ . 裁判員候補者は辞退できるの

裁判員制度は、特定の職業や立
場の人に偏らず広く国民の皆さん

に参加してもらう制度ですので、
原則として辞退できません。ただ
し、70 歳以上の人、地方公共団体
の議会の議員（会期中に限る）、学
生や生徒、5 年以内に裁判員や検察
審査員などの職務に従事した人、3
年以内に選任予定裁判員に選ばれ
た人、重い疾病や傷害など、法律
で辞退事由を定めており、裁判所
からそのような事情に当たると認
められれば辞退することができます。

Ｑ . 辞退する場合の手続き方法は

名簿記載通知と併せて調査票が
送付されます。この調査票は、裁
判員候補者の事情を早い段階で把
握し、明らかに辞退が認められる
場合には、裁判所にお出掛けいた
だくことのないように候補者の負
担を軽減するためにお送りするも
のです。調査票で辞退を申し出な
かった場合でも、実際の事件の際
に送られてくる質問票で辞退を申
し出ることも、裁判当日の選任手
続き時に辞退を申し出ることも可
能です。

裁判員制度　まもなく名簿記載通知が発送されます！
裁判員制度は、国民が裁判員として刑事裁判に参加し、被告人が有罪かどうか、有罪の場合はどのような刑
にするかを裁判官と一緒に決める「国民の司法参加」を実現する制度です。

裁判員制度の

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
小学校施設整備事業　豊科南小学校普通教室（特別支援教室）棟増築工事 豊科南小学校 ㈱佐原建設 93,975,000

（交付金・市単）公共下水道　青木花見枝線第 12 工区　管渠工事 穂高北穂高 ㈱赤羽組 43,785,000
（交付金・市単）公共下水道　青木花見西枝線第９工区　管渠工事 穂高北穂高 ㈱大丸組 37,590,000
（交付金・市単）公共下水道　島新田西地区その１　管渠工事 穂高北穂高 ㈱寿建設 33,180,000

金井沢飲料水供給施設浄化処理設備更新工事 明科南陸郷 磯村豊水機工㈱
長野営業所 25,200,000

（交付金・市単）公共下水道　島新田西地区その２　管渠工事 穂高北穂高 共和アスコン㈱ 24,570,000
ふるさと農道緊急整備事業　穂高有明立足工区工事 穂高有明 ㈱武井組 22,050,000

（交付金・市単）特環公共下水道　豊里 18 工区管渠工事 穂高有明 ㈱川上産業 22,050,000
中学校施設整備事業　三郷中学校プール配管改修工事 三郷中学校 ㈱中部水工 12,075,000

（交付金・市単）特環公共下水道　嵩下 18 工区管渠工事 穂高有明 日東建設㈲ 7,192,500
市道新設改良事業　市道三郷 0727 号線　道路改良工事 三郷温 ㈲ニッコウ 5,880,000
市道新設改良事業　市道豊科 1590 号線　道路改良工事 豊科 ㈲小倉建設 5,040,000
安曇野市社会体育館バスケットボールコートライン等改修工事 三郷体育館ほか５施設 ㈱霜鳥 4,515,000

（市単）公共下水道　柏矢町会館宅内マンホールポンプ設備工事 穂高柏原 ㈱メエップ 3,675,000
（市単）公共下水道　柏矢町会館管渠工事 穂高柏原 ㈲赤羽建設工業 2,782,500

入札・契約結果（平成 23年９月） （単位：円）名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

シニア就業支援講座

55 歳からの新たな生きがい探しの講
座に参加してみませんか。「おひさま
ロケ支援と観光ボタンティア」と題し
て、安曇野ブランドデザイン会議の望
月匠さんから、また、「公的年金制度
等の要点」と題して、社会保険労務士
の丸山浩さんから、それぞれ講演いた
だきます。

日：11月25日（金）
13：30～16：00

場：豊科ふれあい
ホール

対象：55 歳
以上の人

料：無料

申：不要
問：（公社）安曇野シ

ルバー人材センター
田中さん
472･5800
673･6484

第２回安曇野市長杯
紅白対抗歌合戦

カラオケ愛好家より申し込みされた
40 人が紅白に分かれ、演歌、ムード
歌謡、歌謡曲などを熱唱するカラオケ
大会を開催します。音楽文化および地
域の交流を深めます。同時に参加者も
募集しています。締め切り：11 月 25
日（金）まで

日：12月4日（日）
開場 11：30

場：穂高交流学習
センター

定：160 人
料：500 円
（中学生以
下無料）

申：問：豊科フェステ
ィバル実行委員会
吉原さん
450･7477

選任手続きの流れ

【10 月中旬～下旬】
名簿の作成

【裁判の当日】
選任手続き

【11 月中旬】
候補者への通知
調査票の送付

【裁判の６週間前まで】
選任手続き期日のお知らせ
（呼出状）・質問票の送付

裁判員制度ウェブサイト
名簿記載通知や調査票，辞退
に関する情報はこちら
http://www.saibanin.courts.go.jp/

裁判所ウェブサイト
各地の裁判所のウェブサイト
は、こちらから
http://www.courts.go.jp/ 
問安市選挙管理委員会事務局

（471･2031 672･9266）

翌年
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三郷生活改善グループ連絡協議会で
は「そば道場」を開催します。できた

「そば」はお持ち帰りいただき、お昼に
はグループ員の打った「そば」をご賞
味いただきます。
日 12 月 11 日（日）9：00 ～
場三郷農業環境改善センター（JA あづ

み温支所の西隣）
定 12 人（先着順）
費 1000 円
持エプロン、手ぬぐい、そば持ち帰り

用（500㌘）の容器
申 11 月 14 日（月）8：30 から電話で

受け付けます。

シニアの男性が料理に親しむための教
室を開催します。クリスマス料理、お口
のはたらきの講話などです。
日 12 月13 日（火）9:30 ～ 12:30
場穂高健康支援センター調理室
対おおむね 60 歳～ 80 歳の男性
講青柳政子さん
定 25 人（先着順）　費無料
持エプロン、三角きん、歯ブラシ
申 11月15 日（火）8：30 から電話で申

し込みを受け付けます。

やすらぎ農場新そば祭りが開催されま
す。「そば」は三郷やすらぎ運営委員会
で栽培し、天日で自然乾燥させ手打ちし
たものです。安曇野の秋の味覚をお楽し
みください。
日 11月19 日（土）11:00 ～
場やすらぎ施設古民家（こむぎ亭内）
※詳しくは、やすらぎ運営委員会「こむ

ぎ亭」（476･0188 676･0177）に
お問い合わせください。

豊科各種団体等連絡協議会では、男
性の皆さんも台所で腕を振るってもらお
うと、男性を対象とした料理教室を開催
します。簡単で手早く出来るどんぶりと
汁物でおもてなしをしてみませんか。初め
ての人も、腕に自信のある人も、お気軽
にお申し込みください。
日 11月19 日（土）9:30 ～ 12:30
場豊科保健センター 2F 調理室
講高橋清美さん（レストラン美里）　
定 30 人（先着順）
費 200 円
持エプロン・手ぬぐい
申事務局へ電話でお申し込みください。
　（平日の 8：30 ～ 17：15 の間）

穂高交流学習センター「みらい」のエントランスホールで開催する「ランチタイ
ムロビーコンサート」（第４回・第５回）の出演者を募集します。プロ・アマは問
いません。多くの皆さんの応募をお待ちしています。
資市民によるコンサートとするため、現在演奏活動をされている市内在住または在

勤の個人または、その個人を含む団体とします。
演奏日時　【第４回】平成 24 年２月４日（土）12：00 ～ 13：00
　　　　　【第５回】平成 24 年３月３日（土）12：00 ～ 13：00
※観覧無料。プログラム（選曲）は、出演者にお任せします。
募集人数　各回、1 団体または 1 個人
申お申込みの際は、申込書と演奏する曲目の録音物をご用意ください。
１出演申込書を郵送または持参してください。（申込書は、穂高交流学習センター
「みらい」、豊科交流学習センター「きぼう」にて配布、市ホームページからもダ
ウンロード可）
郵送先：〒 399-8303 安曇野市穂高 6765-2 穂高交流学習センター「みらい」

２演奏する曲目のうち、１曲だけを CD － R、MD、またはカセットテープに録音し、
申込書に添付してください。CD － R、MD などのラベルには、申請者の名前（ま
たはグループ名）、曲名、作曲者名、作詞者名（声楽の場合）を明記してください。
録音が不明瞭な場合や、要項のとおりでないお申し込みは、審査対象外とさせて
いただく場合があります。提出いただいた録音物は返却いたしませんので、ご了
承ください。

申込期限【第４回】12 月 15 日（木）【第５回】平成 24 年 1 月 20 日（金）
審査結果　第４回分は平成 24 年 1 月初旬、第５回分は平成 24 年２月初旬までに

応募者全員に審査結果を通知します。
その他　アンプなど増幅器を使用しての演奏はご遠慮ください。また、「みらい」　

　　　のピアノは利用できませんのでご了承ください。

シニア男性の料理教室
問健高齢者介護課高齢者福祉係
481・0703 681・0703

やすらぎ農場 新そば祭り
問三産業建設課産業振興係
477･3111 677･6060

男性の料理教室②
秋の彩りどんぶり

問豊地域支援課庶務係
472・3111 672・8340

ランチタイムロビーコンサート
出演者の募集

問穂高交流学習センター「みらい」
481・3111 682・0966

そば道場
問三産業建設課産業振興係
477・3111 677・6060

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

体験

堀金公民館では、初心者のためのパ
ソコン講座を開催します。文書作成と
デジタルカメラからの写真取り込みの
基礎を学びます。ご自宅にパソコンが
あり、興味はあるけれど使い方がわか
らない、そんな皆さんの参加をお待ち
しています。
期 11 月 28 日（月）～ 30 日（水）の

３日間
時 13：30 ～ 16：00
場堀金公民館
対▷３日間連続して参加できる人▷基

本ソフトが Windows（ウインドウズ）
ＸＰのノートブックパソコンをお持
ちの人▷ある程度キーボード入力が
できる人

定 20 人（先着順）
費受講料１日 200 円（計 600 円）
持▷ノートパソコン（WindowsXP）▷

デジタルカメラ（電池・パソコンと
つなぐコードも持参）

申 11 月 14 日（月）～ 22 日（火）の
間に電話でお申し込みください。

安曇野にはたくさんの美術館が点在
しています。その中でも、比較的規模
の小さな美術館は１人の作家、一つの
テーマを追求したより中身の濃い面白
さがあります。小さな美術館だからこ
そ、素直に届くアートの楽しさを体感
しに出掛けましょう。
日 12 月 9 日（金）
コース　豊科交流学習センターきぼう

玄関前集合（13：00）～田淵行男記
念館（田淵行男制作細密画の鑑賞等）
～大熊美術館（デンマーク王立陶磁
器の鑑賞等）～絵本美術館森のおう
ち（宮澤賢治絵本原画展等）～豊科
交流学習センターきぼう到着後解散

（17：00 予定）
定 20 人（先着順）
費１人あたり 500 円（入館料等込）
※当日集金します。
申 11 月 14 日（月）9：00 から開催日

前日まで受け付けます。参加者名、
住所、連絡先を明記のうえファクス
するか、電話によりお申し込みくだ
さい。

パソコンを持っているが、「使い方が
まだよくわからない」という人に、操
作の基礎を覚えていただく講座を開催
します。今回は、年賀状を作成します。
期 12 月６日（火）～９日（金）の４

日間
時 13：30 ～（約２時間）
場三郷公民館第一会議室
対ノートパソコンを持参できる人
講田中さおりさん（コラージュ代表）
定 10 人（先着順）
費受講料 800 円（200 円×４回）
持ノート型パソコン（マウス含む）、筆

記用具
申 11 月 14 日（月）～ 18 日（金）の

間に、電話でお申し込みください。
（9：00 ～ 17：00）

気楽に粘土に触れて物作りが体験で
きます。小学生から大人までの初心者
の講座です。
日 11 月 20 日（日）13：00 ～ 16：00
場碌山公園研成ホール研修室Ⅱ
講柳沢廣さん
定 15 人
費 500 円（粘土代・焼成代）

思い出の写真・お気に入りの写真を
楽しく飾ってみませんか。
日 11 月 27 日（日）10：00 ～ 12：00
場豊科交流学習センターきぼう学習室
講深尾圭子さん
定 20 人（先着順）
費無料
持写真５～６枚・工作用はさみ・ピン

セット
申 11 月 15 日（火）10：00 から電話

と窓口で受け付けます。（11 月 22
日まで）

木目込み人形とは、桐の粉を糊で固
めた胴体の筋に布の端をヘラで木目込
んで作る人形です。来年の干支・辰を
作ってみませんか。
日 11 月 27 日（日）
【午前の部】9：30 ～ 12：00
【午後の部】13：30 ～ 16：00
場美術館 1 階オリエンテーションルーム
講原香和さん（田辺人形学院教授）
定各回 15 人（先着順）
費 3200 円（材料費）
申 11 月 17 日（木）9：00 から電話

で受け付けます。

見つけよう、小さな発見！
バスで行く安曇野小さな美術館めぐり
問明文化課文化振興係
462・3090 662・3525

成人学級 初心者パソコン教室
問三郷公民館
477・2109 676・3077

テラコッタに触れよう
「茶香炉」作り

問碌山公園研成ホール
4 682・0769

図書館チャレンジ講座
スクラップブッキング講座
問豊科図書館
471・4022 673・1801

木目込み人形でつくる 干支の辰
問豊科近代美術館
473・5638 673・6320初歩のパソコン講座

問堀金公民館
472・5796 672・5801

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

募集

第 2 回ランチタイムロビーコンサートの様子

広報あづみの№ 132　10/26 発行号
図書館 11 月イベントの訂正

22 ページ
明科図書館　ひまわりおはなしの会
誤：26 日（土）11:00 ～
正：19 日（土）11:00 ～
お詫びして訂正します。
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《
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
》

家
庭
か
ら
出
た
庭
木
の
せ
ん
定
枝
を
チ

ッ
プ
化
す
る
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

は
、
12
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
間
、
冬

期
休
業
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
せ
ん
定

枝
の
受
け
入
れ
、
お
よ
び
、
チ
ッ
プ
配
布

を
休
止
し
ま
す
。
4
月
か
ら
受
け
入
れ
を

再
開
し
ま
す
。

《
廃
食
用
油
の
回
収
》

家
庭
か
ら
出
た
廃
食
用
油
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
を
精
製
す
る
作
業
は
、
気
温
が
低

く
な
る
12
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
は
冬
期

休
業
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
廃
食

用
油
の
回
収
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
4
月
か
ら
受
け
入
れ
を
再
開
し
ま
す

が
、
こ
の
間
、
ご
家
庭
で
出
た
廃
食
用
油

は
布
切
れ
な
ど
に
浸
み
こ
ま
せ
、
も
え
る

ご
み
で
出
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

精
製
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
発
電
機
の
燃
料
と
し

て
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
生
活
環
境
係

ま
た
は
穂
廃
棄
物
対
策
課

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

く
だ
さ
い
。
水
道
メ
ー
タ
は
市
が
使
用
者

に
貸
与
し
、
日
常
の
管
理
は
使
用
者
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
の
凍
結

に
よ
る
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
左
記
を
参
考

に
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
凍
結
防
止
対

策
を
行
わ
ず
に
水
道
メ
ー
タ
が
破
損
し
た

場
合
は
、
使
用
者
の
管
理
責
任
と
し
て
弁

償
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
凍
結
し
や
す
い
？

▽
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

▽
建
物
の
北
側
の
水
道
管
や
蛇
口

▽
風
当
た
り
の
強
い
箇
所

▽
水
道
メ
ー
タ

●
お
す
す
め
の
凍
結
防
止
対
策
は
？

▽
配
管
の
露
出
部
分
に
凍
結
防
止
帯
や
保

温
材
を
巻
く

▽
長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
水
道
の
蛇
口

を
開
い
た
ま
ま
不
凍
栓
を
閉
じ
る

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

　
（
72･

３
１
１
１ 
72･

３
１
７
６
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

冬
期
休
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を

お
忘
れ
な
く
！

水
道
の
凍
結
防
止
対
策

例
年
、
11
月
末
か
ら
3
月
に
か
け
て
、

凍
結
に
よ
る
水
道
メ
ー
タ
の
破
損
が
多
く

な
り
ま
す
。
急
な
寒
波
な
ど
で
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍

っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
冬
期
に

は
必
ず
水
道
管
な
ど
の
防
寒
を
心
掛
け
て

対策は
お早めに！

▷水道メータボックス内に、ビニール
袋に入れた発砲スチロール材などを入
れるのも効果があります。（写真上）


